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修士論文要旨
序　論
　東洋医学への注目が高まっている一方で、様々な問題点
が浮かび上がってきている。現在の鍼灸の国家試験科目で
は東洋医学の科目が西洋医学より少ない。近年では、専門
学校経営グループなどが参入し鍼灸師養成学校の新設が増
えた。漢方は医学部で正式に教育されるようになったのは
2001年からであるものの、2008年には漢方を使用している
日本の医師は８割を超えている。
　こうした状況を踏まえ、伝統的な東洋医学のコンテキス
トに基づいて治療が行われているフィールドの調査と、治
療者・病者へのインタビュー調査を通して東洋医学の実際
の姿や、現代の医療で行われている東洋医学的な治療で欠
けているものは何かを明らかにし、今後の展望につなげた
い。
第１章 医療人類学的アプローチ
　医療人類学は、人々の日常の健康維持活動など人間生活
のほとんどの活動に及んでいる「健康と病気に関する社会
現象」を広く扱う学問領域であり（池田光穂，2001）、現代
西洋医学も文化として多様な医療体系のひとつであると考
える。
　第２章、第３章で行うフィールドワークとインタビュー
調査の分析の枠組みとして、社会に存在する複数の医療体
系を３つに分け、その中で病者が受療行動を決定する過程
を探る理論である「多元的医療システム」と、病者と治療
者の病いの意味づけを解釈する理論である「説明モデル」
の理論を用いる。
第２章 治療院でのフィールドワーク
　鍼灸・漢方の治療院でフィールドワークの結果、治療者
は気血水の流れを重要視しており、鍼灸と漢方、養生術ま
で含めて治療するのが東洋医学であると捉えていることが
明らかになった。また病者は治療者から教わる養生術だけ
ではなく、東洋医学の理論を通して、その奥深さ、幅広さ
を実感する姿が見られた。また、自身の生活習慣や人間性
を見つめ直すきっかけを得ていた。
第３章 事例研究
　治療者１名と病者３名を対象に行ったインタビュー調査
の結果、治療者は、伝統的東洋医学の理論に基づいて気血
水の流れから病を捉えており、気を感じることが重要であ
ると考え、身体全体の気の流れを整える治療をしていると
語っていた。また自分を律する心が健康や幸せな人生につ
ながるという世界観を抱き、養生を重要だと考えていた。
　病者の語りには治療者の世界観が反映されており、病を
身体だけでなく心の状態や自然、社会との関係で捉えてい
た。病者はそれぞれ現代西洋医学の長所として、客観的に
身体の状態や疾患を捉えられることを認めながらも、東洋
医学によって自分の状態を総合的に治療してほしいと語っ
ていた。
結 論
　本研究から、東洋医学の診察や治療は治療者の感性によ
るもので、経験によって培われる「技」であり、全体観が
東洋医学の長所であることが明らかになった。東洋医学が
科学的な視点から実証されつつある現在において、東洋医
学が独自の世界観や、独自の医療体系としての立場を失っ
てしまうことのないように、古典の研究、教育の質の向上、
「知」や「技」の伝承に対して東洋医学に携わる者がどのよ
うな態度であるべきか再考することが重要だろう。
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